
第３回 福祉教育研究フォーラム 開催要項 
社会福祉職従事者養成教育に携わる高校と大学の教育交流と研修 

社会福祉をめぐる専門従事者養成・教育と雇用の展望 
社会福祉士及び介護福祉士法が改正され、社会福祉専門職養成は、新しい段階に入った。より実践力のある専門職養

成が大きな課題であると同時に、多様化する今日の社会福祉ニーズに応えていく教育内容が求められている。一方で、

社会福祉分野への進学や就職を敬遠する生徒や親たちも増大しているなかで、改めて社会福祉教育の意義や福祉分野の

仕事の魅力を伝えていく必要が生じている。こうした背景のなかで、私たちはどのような展望を持ちながら、これから

の社会福祉教育を切り拓いていけばよいのか、本フォーラムでは、高校と大学の教職員、そして学生が一体となって研

究協議をしていく。 

 

■主  催      第 3 回福祉教育研究フォーラム実行委員会・日本福祉大学 

■共  催      愛知県高等学校福祉教育研究会・三重県高等学校福祉教育研究会 

■後  援      社団法人・日本社会福祉教育学校連盟 

愛知県教育委員会・静岡県教育委員会・岐阜県教育委員会・三重県教育委員会  

 

■日  時     平成２１年７月２５日（土） １０：００～１７：３０ 

■会  場     日本福祉大学名古屋キャンパス（名古屋市中区千代田５-２２-３５） 

               ※ＪＲ中央本線鶴舞駅（名古屋市内）下車徒歩２分 

 

■プログラム  （開会 １０：００） 

 １０：１０～１０：５０  講演１「福祉の資格制度と雇用をめぐって」 
           講師：諏訪徹（厚生労働省社会・援護局総務課 社会福祉専門官）  
 １０：５０～１１：３０  講演２「福祉系高校をとりまく状況の変化と期待」   
           講師：矢幅清司（文部科学省 初等中等教育局教科専門調査官）  
 １１：３０～１２：１０  鼎談 「社会福祉をめぐる専門従事者養成・教育と雇用の展望」 
           諏訪徹・矢幅清司・原田正樹（日本福祉大学社会福祉学部）  
 １２：１０～１２：４０  高校生の発表（公募「福祉の体験・思いなど」） 
  （休憩） 
 １３：３０～１５：３０  分科会 

◉第一分科会「教科研究―わたしの教育実践」 
 恒例分科会の「わたしの教育実践」。今回は、法改正に伴う新科目「介護総合演習」と「社会福祉基礎」 

の２教科について二人の実践報告をうけ、皆さんと一緒に教科指導実践、教科のあり方を考えていきます。 

 (報告者)「介護総合演習」  千田理愛（愛知県立高浜高等学校）  
         「社会福祉基礎」  茶木正幸（三重県立尾鷲高等学校長島校）  
     (助言者) 矢幅清司 



   ◉第二分科会「リハビリテーション介護とは」 
自立へつながる介護のあり方について、理学療法の視点や方法も含めて総合的にとらえ、より最新の介護の

動向や教授法について講習します。 
     （報告者）浅井友詞（日本福祉大学健康科学部リハビリテーション学科理学療 

法学専攻） 
間瀬敬子（日本福祉大学健康科学部リハビリテーション学科介護学 

専攻） 
   ◉第三分科会「新しいソーシャルワーク教育論（社会福祉士の養成教育と展望）」 
    2009 年度から社会福祉士の新カリキュラムが施行されるなかで、より実践力の高いソーシャルワーク教育

をめざして、各大学がどういう教育改革や実践を試みているのか学び合います。 
     （報告者）黒川京子（日本社会事業大学実習教育センター） 
          福田俊子（聖隷クリストファー大学社会福祉学部） 

原田正樹（日本福祉大学社会福祉学部） 
     （助言者）諏訪 徹 

◉学生協同企画「私たちの学び・大いに語ろう」 
福祉を学ぶ大学生と高校生たちの出会いと学びの交流 

    本フォーラムの新企画です。福祉教育の当事者である高校生と大学生が、それぞれの学びや進路について学 

びあい語りあいながら交流を深めます。 

     （コーディネーター） 岡多枝子（日本福祉大学社会福祉学部） 
                林田茉裕（三重県立伊賀白鳳高等学校） 
１５：４５～１６：１５   総括セッション  

「これからの高校における福祉教育の展望とメッセージ」  

池田延己氏（函館大妻高等学校 教頭）   
１６：２５～１６：４０   高校生発表の表彰とコメント 
１６：４０～１７：３０   情報交換会 
     

■参加費     ２０００円（ただし大学院生 1,000 円、学部生は無料） 

            ※他に、昼食（お茶付き）を 1,000 円で用意しています（要申込）。 

■参加申し込み方法・問合せ先 

   次のいずれかの方法で参加申し込みを受付けます。 （定員 130 名） 

    (1) 郵送   〒460－0012 名古屋市中区千代田 5 丁目 22 番 32 号 

             日本福祉大学 教育文化事業室 福祉フォーラム係  ℡052－242－3045 

    (2) ＦＡＸ   052－242－3046 日本福祉大学 教育文化事業室 福祉フォーラム係 

    (3) ｅ‐ｍａｉｌ  forum09@ml.n-fukushi.ac.jp  福祉フォーラム受付係 

■申し込み締切日  7 月 17 日（金） 

 

mailto:forum09@ml.n-fukushi.ac.jp


■会場案内図 

 

  

 

                                                              

 

第 3 回福祉教育研究フォーラム 参加申込み書 

 

 所属               高校               大学  その他                

 所属連絡先  住所                                            

℡                          ｆａｘ                       

 参加者氏名等（複数でご参加の学校においては、分科会ご希望はなるべく分散するようお申し込みください。）     

氏   名 役   職 e-mail 参加希望分科会 

（○をつける） 

昼食希望の有無 

（お茶付 1,000円） 

 

 

  第一  第二 

第三  学生 

希望する 

 希望しない 

 

 

  第一  第二 

第三  学生 

希望する 

 希望しない 

 

 

  第一  第二 

第三  学生 

希望する 

 希望しない 

 

 

  第一  第二 

第三  学生 

希望する 

 希望しない 

   第一  第二 

第三  学生 

希望する 

 希望しない 

※参加費、昼食費は当日受付で受領します。 

（キリトリ線） 


